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一
八

修
行
道
地
経

の
説

く
安
般
念

に

つ
い
て

松

田

慎

也

本
稿

は
、『
修
行
道
地
経
』
(『修
』
と
略
)

に
お
け
る
安
般
念
修
習
の

(1
)
説
を
、

こ
れ
を
説
く
他

の
諸
論
書
及
び
禅
経
類
と
比
較
し
て
、
そ
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
比
較
は
安
般
念
修
習
を

説
く
部
分
に
限
り
、
全
体
構
成
に
お
け
る
位
置
付
け
等
は
考
慮
し
な
い

こ
と
に
す
る
。

比
較
に
用
い
る
も
の
は
、
南
方
上
座
部
の
V
i
s
u
d
d
h
i
m
a
g
g
a
 

(V
i
s
.

と
略
)
、同
系
統

の
『
解
脱
道
論
』
(『解
』
)と
略
、
有
部
論
書

の
中
で
こ

れ
を
説
く
も
の
と
し
て

『
大
毘
婆
沙
論
』
(『
婆
』
と
略
)
、
『
雑
阿
毘
曇

心
論
』

(『雑
』
と
略
)
、
『
倶
舎
論
』

(『倶
』

と
略
)
、
『
順
正
理
論
』

(『
順
』
と
略
)
、
他
部
派
の
論
書
と
し
て

『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
(『
舎
』

と
略
)
、
鍮
伽
師
地
論
』
(『鍮
』
と
略
)
、
禅
経
類
で
こ
れ
を
説
く

『
坐

禅
三
昧
経
』
(『
坐
』
と
略
)
と

『達
摩
多
羅
禅
経
』
(『達
』
と
略
)

の

(2
)

十
書
で
あ
る
。

安
般
の
語
の
定
義

『
修
』
は

「安
」
,
 
(
s
k
t
.
:
 
n
a
n
 
o
r
 
a
s
v
a
s
a
)

を
出

息
、
「
般
」
(
s
k
t
.
:
 
a
p
a
n
a
 
o
r
 
p
r
a
s
v
a
s
a
)

を
入
息
と
す
る
。
こ
れ
と
同

じ
説
を
と
る
の
は
 
V
i
s
.
 

で
、
律
の
義
疏
の
説
と
し
て
 
a
s
s
a
s
a
=

出
息
、

p
a
s
s
a
s
a
=

入
息
と
す
る
(
V
i
s
.
 

で
は
同
時
に
、
経
の
義
疏
は
逆
の
説
で
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
る
)
。

逆
の
説
を
と
る
も
の
は

『解
』
、有
部
の
諸
論
書
及
び

『達
』
で
、
安

者
入
般
者
出
」
(『
解
』
)
、「
持
来
者
謂
入
息
持
去
者
謂
出
息
」
(『婆
』
)
、

「
安
那
者
持
来
般
那
者
持
去
」
(『
雑
』
)
、
「阿
那
者
謂
持
息
入
阿
波
那

者
謂
持
息
出
」
(『
倶
』
『
順
』
)
、「持
風
来
入
内
是
故
説
阿
那
」

「前

出

名
般
那
」
(『達
』
)
と

な

っ
て

い

る
。
な
お
、
『
婆
』
に
は
持
来
H
出

息
、
持
去
=

入
息
と
す
る
異
説
の
あ

っ
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

『舎
』
は

「何
謂
共
念
出
息
入
息
」
と
の
間

の
直
後
に

「
出
謂
出
息

入
謂
入
息
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は

一
見
、
無
意
味
な
記
述

の

よ

う

だ

が
、
左
に
照
ら
せ
ば

『
修
』
と
同
説
を
と
る
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。『喩
』
と

『坐
』
に
は
記
述
が
な
い
。

両
説
の
相
違
は
、
 
V
i
s
.
 

に
よ
れ
ば
、
新
生
児

の
最
初
の
呼
吸
が
出
息

(3
)

で
あ
る
と
す
る
か
、
入
息
で
あ
る
と
す
る
か
に
よ
る
と
す
る
。

『
婆
』

『倶
』
『
順
』
が
、
生
時
に
は
ま
ず
入
息

の
あ

る
こ
と
を
主
張
し

て

い
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(4
)

る
の
は
同
様
の
理
由
に
よ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

四
事
に
つ
い
て

『
修
』
で
は
修
習

の
階
梯
と
し
て
(
1
)
数
息
(
2
)
相
随
(
3
)

止
観
(
4
)
還
浄
の
四
事
を
あ
げ
る
。
数
息
と
は
出
入
息
を
数
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
心
の
乱
れ
を
除
く
こ
と
、
相
随
と
は
数
え
る
こ
と
を
や
め
て
心

を
ひ
た
す
ら
出
入
息
に
従
わ
せ
る
こ
と
、
止
観
と
は
息
の
出
入
を
初
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
観
察
す
る
こ
と
、
還
浄
と
は
心
を
鼻
頭
の
一
点
に
と

ど
め
て
、
息
の
出
入
を
知
る
こ
と
を
言
う
。

『
解
』

で
は
、
先
師
説

の
四
種
修
安
般
念
と
し
て
(
1
)
算
(
3
)
随
逐
(
3
)
安

置
(
4
)
随
観

の
四
を
説
く
。
(
3
)
安
置
は
鼻
端
に
心
を
と
ど

め

る
意

で
(

修
』
の
(
4
)
還
浄
と
同
内
容
で
あ
る
。
(
4
)
随
観
は
、
安
置
し
た
心
に
お
い

て
起

こ
る
心
理
作
用
を
観
察
す
る
意
で
、
さ
ら
に
進
ん
だ

修

習

で
あ

る
。

『
修
』
の
(
3
)
止
観
は
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
(
2
)
随
逐
と
(
3
)
安
置
に
ま

た
が
る
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。

有
部
諸
論
書
で
は
、
六
法

(『
婆
』
)
、六
因
縁

(『
雑
』
)
、六
因
(『倶
』

『
順
』
)
と
し
て
、
(
1
)数(
2
)
随
(
3
)
止
(
4
)
観
(
5
)
転
(
6
)
浄
を
説
く
。
(
1
)
-
(
3
)

は

『
解
』
に
同
じ
で
あ
る
。
(
4
)
観
は
息
風

の
観
察
か
ら
は
じ
ま

っ
て
、

こ
の
息
風
を
生
起
さ
せ
て
い
る
身
体

の
五
取
慈

の
観
察
に
及
ぶ
。
(
5
)
転

は
、
心
を
息
風
か
ら
転
じ
て
、
煩
悩
よ
り
の
出
離
を
思
念
し

(『
雑
』
)
、

あ
る
い
は
四
念
処
観
を
修
し

(『
婆
』
)
、あ
る
い
は
さ
ら
に
世
第

一
法

に
至
る

(『
倶
』
『順
』
)
を
言
う
。
(
6
)
浄
は
、
諸
蓋
を
浄
め

(『
雑
』
)
、

あ
る
い
は
四
善
根
か
ら
無
学
に
至
る
ま
で
を
い
い

(『
婆
』
)
、あ
る
い

は
見
道

に
入
る
を
い
う

(『倶
』
、
『
順
』
)
。

『
坐
』
『達
』
で
も
(
1
)
数
(
3
)
随
(
3
)
止
(
4
)
観
(
5
)
転
観

(『達
』
は
還
)
(
6
)

清
浄
の
六
種
を
た
て
、
(
5
)
転
観
に
て
五
纏

の
無
常
を
観
察
し
、
(
6
)
清
浄

に
て
諸
煩
悩
を
滅
し
て
無
学
尽
智
を
得
る
こ
と
を
言
う
。

『
鍮
』
で
は
(
1
)
算
数
修
習
(
2
)
悟
入
五
纏
修
習
(
3
)
悟
入
縁
起
修
習
(
4
)
悟

入
聖
諦
修
習
(
5
)
十
六
勝
行
と
の
五
種
修
習
を
説
く
。

こ
の
う
ち
、
(
5
)
十

六
勝
行
は
後
に
十
六
特
勝
の
説
と
の
関
連
で
論
ず
。
『
鍮
』
の
説

は
右

の
諸
論
の
説
を
大
い
に
異
な
る
よ
う
に
見
え

る
が
、

内
容
的
に
は
『
倶
』

『
順
』
の
説
に
近
い
。
す
な
わ
ち
、
(
1
)
算
数
修
習
に
は
、
数

・
随

・
止

の
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
(
2
)
悟
入
五
纏
修
習
は
観
に
あ
た
り
、
(
3
)
悟

入
縁
起
修
習
は
転
に
あ
た
り
、
(
4
)
悟
入
聖
諦
修
習

で
は
見
所
断

の
煩
悩

の
永
断
を
述
べ
る
所
か
ら
浄
に
あ
た
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

V
i
s
.
 
で
は
八
種
の
作
意

規
定

と

し

て
、
(
1
)
g
a
n
a
n
a
 

(数
)
、
(
3
)

an
u
b
and
h
a
n
a
 (随
結
)
、
(
3
)
 

ph
n
s
an
a
 (触
)
、
(
4
)
th
a
p
an
a
 (置
止
)
、
(
5
)

salla
k
k
h
an
a
 (観
察
)
、
(
6
)
v
iv
a
t
t
a
n
a
 

(還
滅
)
、
(
7
)
p
a
ris
u
ddh
i
 
(遍
浄
)
、

(
8
)
 
p
a
t
i
p
a
s
s
a
n
a
(

各
別
観
)
を
た
て
る
。
こ
の
う
ち
、
(
1
)
-
(
4
)

は
有
部
説

等

の
(
1
)
-
(
3
)

と
ほ
ぼ
等
し
い
。
(
5
)
-
(
7
)

は
見
清
浄
に
の
獲
得
に
は
じ
ま

っ
て
智
見
清
浄
を
得
て
聖
者
の
位
を
極
め
て

い
く
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の

観
と
、
そ
こ
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
煩
悩
の
滅
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
清
浄
な
果
と
を
言
う
。
(
8
)
各
別
観
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
減

つ
せ
ら
れ
た
煩
悩
と
そ
れ
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
果
を
観
察
す

る
こ
と
で
あ
る
。

『舎
』
に
は
こ
の
説
は
見
ら
れ
な
い
。

修
行
道
地
経
の
説
く
安
般
念
に
つ
い
て

(松

田
)

一
九
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修
行
道
地
経
の
説
く
安
般
念
に
つ
い
て

(松

田
)

二
〇

な
お
、
心
を
鼻
端
等

の
一
点

に
と
ど
め
て
出
入
息
を
観
察
す
る
こ
と

を
、
城
門
の
番
人
が
人
の
出
入
を
見
張
る
こ
と
に
た
と
え
た
も
の
が
、

『
修
』

の
(
4
)
還
浄
、

『坐
』

の
(
3
)
止
、
 
V
i
s
.
 

の
(
3
)
触
に
共
通
し
て
見
ら

れ
る
。

二
蝦
に
つ
い
て

『
修
』
で
は
出
入
息
を
数
え
る
の
に

「
長
」
と

「
短
」

と
の
二
暇
を
た
て
る
。
本
来
、
出
息
し
て

「
一
」
と
数
え
、
入
息
し
て

「
二
」
と
数
え
、
順
次
に

「
十
」
ま
で
数
え
る
べ
き
所
を
、

「
長
」

と

は
出
息
し
、
入
息
し
て
お
わ

っ
て
は
じ
め
て

「
一
」
を
数
え
る
こ
と
を

言
う
。
「短
」
と
は
そ
の
逆

に
ま
だ
出
息
し
き
ら
な
い
う

ち

に

「
二
」

ま
で
数
え
て
し
ま
う
こ
と
を
言
う
。

有
部
諸
論
書
で
は
(
1
)
数
滅
失
(
2
)
数
増
失
(
3
)
雑
乱
失
を
あ
げ
る
。
(
1
)
数

滅
失
は

『
修
』

の

「
長
」
に
、
(
2
)
数
増
失
は

「短
」
に
相
当
す
る
。
(
3
)

雑
乱
失
と
は
、
入
を
出
と
数
え
る
よ
う
な
間
違
い
を
言
う
と
す
る
。
し

か
し

『
婆
』
で
は
こ
れ
を
有
余
師
の
説
と
し
、
十
ま
で
数
え
た
ら
再
び

一
に
戻

っ
て
数
え
は
じ
め
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
十
を
越
え
て
数
え
る
こ

と
を
乱
数

の
正
説
と
す
る
。

V
i
s
、『解
』
で
も
十
を
越
え
て
数
え
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。
ま
た

一
方
で
、
五
以
下
で
や
め
て
は
な
ら
な
い
と
も
説
く
が
、

こ
れ
は
両
書

に
の
み
見
ら
れ
る
説
で
あ
る
。

『喩
』
で
は
、
入
息
と
出
息
の
た
び
ご
と
に

一
っ
ず

っ
数
え
る
仕
方

の
ほ
か
に
、
入
出
息

を
あ
わ
せ
て

一
と
す
る
数
え
方
、
さ
ら
に
は
百
息

を

一
と
し
て
十
ま
で
数
え
る
や
り
方
を
勝
進
算
数
と
し
て
、
修
習

の
進

展
し
た
も
の
と
し
て
説
い
て
い
る
が
、

こ
れ
も
他
に
同
様
の
説
を
見
な

い
。
ま
た
、
十
か
ら
逆
に
数
え
る
仕
方
も
述
べ
て
い
る
。

十
六
特
勝
に
つ
い
て

安
般
念
に
関
し
て
は
、
原
始
経
典
以
来
、

こ
れ

を
四
念
処
説
の
中
に
お
い
て
拡
張
し
、
身
受
心
法
の
各
念
処
に
四
つ
ず

つ
の
修
習
法
を
配
し
た
、
所
謂
安
般
念
の
十
六
事
の
説
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
十
六
事
に
つ
い
て
、
筆
者
は
南
方
上
座
部
所
伝
の
も
の
ど
、
漢
訳

の

『
雑
阿
含
経
』
『十
諦
律
』
『
摩
詞
僧
祇
律
』

の
所
伝
で
は
、
内
容

に

(
5
)

多
少
の
異
同
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
か
つ
て
論
じ
た
。

後
に
諸
論
書
等

の
説
と
対
照
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
、
南
方
上
座
部

所
伝

の
も
の
を
簡
略
に
示
す
。
「
(
1
)
長
く
息
を
は
く
と
き
は

『
長

く

息

を
は
く
』
と
知
る
。
長
く
息
を
す
う
と
き
は

『
長
く
息
を
す
う
』
と
知

る
。
(
2
)
短
く
息
を
は
く
と
き
は

『
短
く
息
を
は
く
』
と
知
る
。
短
く
息

を
す
う
と
き
は
…
…
(
3
)『身
体
の
す
べ
て
を
自
覚
し
て
息
を
は
こ
う
』

と
学
ぶ
。
…
…
す
お
う
』
と
学
ぶ
。
(
4
)『身
体

の
は
た
ら
き
を
鎮
め
て

…
…
(
5
)『喜
び
を
覚
え
つ
つ
…
…
(
6
)『快
さ
を
覚
え
つ
つ
…
…
(
7
)『心

の
は
た
ら
き
を
自
覚
し
て
…
…
(
8
)『心
の
は
た
ら
き
を
鎮
め
て
…
…
(
9
)

『
心
と
い
う
も
の
を
よ
く
知

っ
て
…
…
(
1
0
)

『
心
を
歓
喜
せ
し
め
て
…
…

(
1
1
)

『
心
を
統

一
し
て
…
…
(
1
2
)
『
心
を
解
脱
せ
し

め

て
…
…
(
1
3
)
『
無

常

(
a
n
i
c
c
a
)

を
観
察
し
て
…
…
(
1
4
)
『離
貧

(
v
i
r
a
g
a
)

を
観
察
し
て
…
…
(
1
5
)

『
減
(
n
i
r
o
d
h
a
)

を
観
察
し
て
…
…
(
1
6
)
『捨
離

(
p
a
t
i
n
i
s
s
a
g
g
a
)

を
観
察

し
て
…
…
す
お
う
』
と
学
ぶ
」
。

こ
の
う
ち
(
1
4
)
-
(
1
6
)

ま
で
に
異
同
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち

『
雑
阿
含
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経
』
『摩
詞
僧
祇
律
』
で
は
(
1
4
)

断
(
1
5
)

無
欲
(
1
6
)

滅
と
な

っ
て
お
り
、
『
十
諦

律
』
で
も
(
1
4
)

変
壊
(
1
5
)

離
欲
(
1
6
)

滅
尽
と
な

っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
南
方
上

座
部
伝

の
(
1
3
)

無
常
と
(
1
4
)

離
貧
の
間
に

「
断
」
及
至

「
変
壊
」
が
挿
入
さ

れ
、
(
1
4
)
(
1
5
)

が
(
1
5
)
(
1
6
)

に
繰
り
下
り
、
(
1
6
)

捨
離
が
省
か
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
変
壊
」
は

「
断
」
と
原
語
に
お
い
て
同
じ
で
あ
ろ
う
。

本
稿

で
取
り
上
げ
た
論
書
の
う
ち
、
南
方
上
座
部
の
系
統
で
あ
る
と

(
6
)

『
解
』
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
前
者

の
説
に
よ

っ
て
い
る
。

さ
て

『修
』

で
は
、

こ
れ
を

「十
六
特
勝
」
と
し
て
、
次

の
よ
う
に

述
べ
る
。
「
(
1
)
数
息
長
則
知
(
2
)
息
短
亦
知
(
3
)息動
身
即
知
(
4
)息
和
釈
即

知
(
5
)
遭
喜
悦
則
知
(
6
)
遇
安
則
知
(
7
)
心
所
趣
即
知
(
8
)
心
柔
順
則
知
(
9
)
心
所

覚
即
知
(
1
0
)

心
歓
喜
即
知
(
1
1
)

心
伏
即
知
(
1
2
)

心
解
脱
即
知
(
1
3
)

見
無
常
則
知
(
1
4
)

若
無
欲
則
知
(
1
5
)

観
寂
然
即
知
(
1
6
)

見
道
趣
即
知
」
。
(
1
6
)

道
趣
の
原
語

に

は

問
題
が
な
い
で
は
な
い
が
、
(
1
4
)
-
(
1
5
)

の
順
序
か
ら
見
れ
ば
、

明
ら
か
に

南
方
上
座
部
と
同
系
統

の
説
で
あ
ろ
う
。

『修
』
と
非
常
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
が

『舎
』
で
あ
る
。
『
舎
』

で
は
、
『
(
1
)

出
息
長
知
出
息
長
。
入
息
長
知
入
息
長
(
2
)
出
息
短
知

出

息

短
。
入
息
短
…
…
(
3
)
学

一
切
身
覚
…
…
(
4
)
覚
除
身
行
…
…
(
5
)
学
喜
…
…

(
6
)
学
楽
…
…
(
7
)
学
心
行
…
…
(
8
)
学
除
心
行
…
…
(
9
)
学
心
…
…
(
1
0
)

学
悦
心

…
…
(
1
1
)

学
定
心
…
…
(
1
3
)

学
解
脱
心
…
…
(
1
3
)

学
無
常
観
…
…
(
1
4
)

学
離
欲
観

…
(
1
5
)
学
滅
観
…
…
(
1
6
)

学
出
世
観
…
…
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
1
6
)

出
世
は

『
修
』

の
(
1
6
)

道
趣
と
原
語
が
同

一
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

次
に
、
こ
れ
ら
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が

『
坐
』

の
説
く

「十
六
分
」
で
あ
る
。
本
文
の
何
を
も

っ
て
十
六
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
当

て
れ
ば
よ
い
か
明
了
で
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
付
し
た
番
号
は
あ
く
ま

で
仮
の
も

の
で
あ
る
。
「
(
1
)

初
入
息
分
六
種
安
那
般
那
行
。
出
息

分

亦

如
是
(
2
)
(
3
)

一
心
念
息
入
出
若
長
若
短
…
…
(
4
)
念
諸
息
遍
身
…
…
(
5
)
除
諸

身
行
…
…
(
6
)
受
喜
…
…
(
7
)
受
楽
…
…
(
8
)
受
諸
心
行
…
…
(
9
)
心
作
喜
…
…

(
1
0
)

心
作
摂
…
…
(
1
1
)

心
作
解
説
…
…
(
1
2
)

観
無
常
…
…
(
1
3
)

観
有
為
法
出
散
…

…
(
1
4
)

観
離
欲
結
…
…
(
1
5
)

観
尽
…
…
(
1
6
)

観
棄
捨
…
…
」
。
(
1
)
初
入
息

分

云

々
を
果
た
し
て
十
六
分
に
数
え
て
い
い
も
の
か
疑
わ
し
い
が
、

こ
れ
を

加
え
な
い
と
十
六
に
足
り
な
く
な
る
の
で
入
れ
て
あ
る
。
他

の
論
書

の

如
く
な
ら
ば
、
(
8
)
と
(
9
)
の
間
に

「
除
諸
心
行
」
「学
心
」
の
二
支

が

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
欠
け
て
い
る
。
(
1
3
)

観
有
為

法

出

散

の

「
出
散
」
は
、
漢
訳
諸
律
や
雑
阿
含
伝
の

「
変
壊
」
や

「
断
」
に
相
当

す
る
語
と
考
え
ら
れ
る
。
(
1
6
)

観
棄
捨
の

「
棄
捨
」
は
明
ら
か
に
 
p
a
t
i
n
-

iss
ag
g
a
 に
対
応
す
る
。
す
る
と

『坐
』
は
、
南
方
上
座
部
伝
と
漢
訳

諸
律
、
雑
阿
含
伝
の
両
者
を
と
り
込
ん
だ
形

に
な

っ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
者
を
と
り
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
当
初

の
十

六
分
が
乱
れ
、
そ
の
過
程
で
当
初

の
(
8
)
(
9
)

が
脱

落
し
た
り
、
新
た
に
(
1
)

が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

次
に
漢
訳
諸
律
、
雑
阿
含

の
所
伝

に
合
致
し
て
い
る
の
は

『
鍮
』

の

「
十
六
勝
行
」
の
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
(
1
)
(
2
)

於
念
入
息
我
今
能
学

念
於
入
息
。
於
念
出
息
我
今
能
学
於
出
息
。
若

長
若
短
(
3
)
於
覚
了
遍
身

…
…
(
4
)
於
息
除
身
行
…
…
(
5
)
於
覚
了
喜
…
…
(
6
)
於
覚
了
楽
…
…
(
7
)
覚
了

修
行
道
地
経
の
説
く
安
般
念
に
つ
い
て

(松

田
)

一二
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修
行
道
地
経
の
説
く
安
般
念
に
つ
い
て

(松

田
)

二
二

心
行
…
三
(
8
)
於
息
除
心
行
…
…
(
9
)
於
覚
了
心
…
…
(
1
0
)

於
喜
悦
心
…
…
(
1
1
)

於
制
特

心

…
(
1
2
)

於
解
脱
心
…
…
(
1
3
)

於
無
常
随
観
…
…
(
1
4
)

於
断
随
観
…

…
(
1
5
)

於
離
欲
随
観
…
…
(
1
6
)

於
滅
随
観
…
…
」
。

-
さ
て
、
有
部
論
書

の
う
ち
、
こ
れ
を
伝
え
る
の
は

『
婆
』
と

『
順
』

で
あ
る
。
『十
諦
律
』

は
有
部
の
律
蔵
で
あ
る
し
、
『
雑
阿
含
経
』
も
有

部
所
伝

と
さ
れ
る
こ
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、

こ
れ
ら
と
相
違
の
あ

っ
て
は

な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
が
、
実
は
(
1
)
(
2
)

が
入
れ
替

っ
て
い
る
。
『
婆
』
で

は

「如
契
経
説
仏
告
芯
劉
…
…
(
1
)
我
巳
念
短
入
出
息
了
知
我
已
念
短
入

出
息
(
2
)
我
已
念
長
入
出
息
…
…
」
等
と
す
る
し
、

ま

た

『
順
』

で
も

「十
六
種
殊
勝
行
相
」
と
し
て
、
「経
説
…
…
(
1
)
短
入
出
息
(
2
)
長
(
3
)
覚
遍

身
…
…
」
等
と
説
い
て
い
る
。
『婆
』
で
は
経
を
引

い
た
後
、
十

六

の

そ
れ
ぞ
れ
を
説
明
す
る
に
先
立

っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ

「
入
出
息
は
短

い
の

を
先
と
し
、
長

い
の
を
後
と
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
長
い

の
を

先

と
(8
)

し
、
短

い
の
を
後
と
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を

た

て
、
『
施
設
論
』

を
引
い
て
、
「
禅
定
に
入
る
は
じ
め
は
息
が
速
疾
で
あ
る
が
、

入
定

し

て
時
が
経
て
ば
息
は
安
住
す
る
。
そ
れ
は
重
荷
を
担

っ
て
険
し
い
所
を

通
ゐ
時

の
息
は
速
疾

で
あ
る
が
、
や
が
て
平
ら
な
道
に
か
か
れ
ば
、
息

が
安
住
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
を
根
拠
に
、
入
出
息
は
は
じ
め
は

短
く
、

後
に
長
い
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
『
婆
』
で
こ
の
よ
う

な
注

釈
が
さ
れ
た
背
景
に
は
、
順
序
が
逆
で
は
な
い
か
と
す
る
有
力
な
異
論

の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
『
順
』
で
は
特
に
何
の
注
釈
も
加
え
て

い

な

い
が
、

『
順
』

の
時
代
に
は
、
経
中
の
順
序
に
つ
い
て
、
少
な
く

と

も

有
部
論
師
の
間
で
は
異
論
が
な
く
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

以
上
の
点
を
か
ら

『修
行
道
地
経
』

の
説
く
安
般
念
修
習
の

説
の
特
徴
を
列
記
す
る
と

1
十
六
特
勝
の
説
に
お
い
て
、
『修
行
道
地
経
』
は
南
方
上
座
部
伝
、

『舎
利
仏
阿
毘
曇
論
』

の
説
と
類
似
し
、

漢
訳
諸
律
、
雑
阿
含
の

説
と
は
相
違
す
る
。

2
四
事

の
説
に
お
い
て
、
六
因
等
を
説
く
有
部
諸
論
書
、
『
楡
伽
師
地

論
』
、
他

の
禅
経
類
や
八
種
の
作
意
規
定

を
置
く
 
V
isn
d
d
h
ima
-

g
g
a
 に
比
べ
、
発
達
段
階
が
未
熟
で
あ

る
。
同
じ
く
四
種

の
説
を

説
く

『解
脱
道
論
』
に
比
べ
て
も
前
段
階

に
あ
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

3
 安
般
の
語
義

の
解
釈
に
お
い
て
、
V
i
s
u
d
d
h
i
m
a
g
g
a
、

『
舎
利
弗

阿
毘
曇
論
』
と
説
を
同
じ
く
他
論
書
と
説
を
異
に
す
る
。

4
四
事
中
の
還
浄
に
お
い
て
見
ら
れ
る

「
守
門
者
」
の
た
と
え
が
、

V
is
u
d
d
h
i
m
a
g
g
a
、

『
坐
禅
三
昧
経
』

の
該
当
個
所
に
も
認
め
ら

れ
る
。

付
随
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

5

『
坐
禅
三
昧
経
』
の
説
く

「
十
六
分
」

に
は
混
乱
が
認
め
ら
れ
、

南
方
上
座
部
系
の
説
と
漢
訳
諸
律

・
雑
阿
含
所
伝

の
説
と
が
折
衷

さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

6

『
大
毘
婆
沙
論
』

『
順
正
理
論
』

の
説
く

「十
六
種
殊
勝
行
相
」

の
説
は
、
他

の
諸
論
書
の
説
と
比
べ
て
、
最
初

の
二
支
の
順
序
が
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逆
転
し
て
お
り
、
「息
短
」
「息
長
」
の
順
に
な

っ
て
い
る
。

1

『
修
行
道
地
経
』
巻

二
三

(
大
正

一
五

・
二

一
五

c
-
二

一
六

c
)
。

2

該
当
箇
所
は
そ
れ
ぞ

れ
、
V
i
s
u
d
d
i
m
a
g
g
a
 

(
H
.
O
.
S
.
本
)
V
I
I
I
-
§

1
4
5
-
2
2
4
、

『解
脱
道
論
』
巻
七

(
大
正

三
二

・
四

二
九

c
-
四
三

二

c
)
、

『
大
毘
婆
沙
論
』
巻

二
六

(
大
正

二
七

・
一
三
二

a
-

一
三
七

a
)
、
『
雑
阿

毘
曇

心
論
』
巻
入

(
大
正

二
八

・
九
三
四

a
-
b
)
、
『
倶
舎
論
』

巻

二

三

(
大
正

二
九

・
一
一
八

a
-
b
)
、
『
順
正
理
論
』
巻

六
十

(
大
正

二
九
.
 六

七
二

c
-
六
七
五

a
)
、
『
舎
利
弗
阿

毘
曇
論
』
巻

二
八
-

二
九

(
大
正

二
八

・
七
〇

五
b
-

七

一
〇

c
)
、
『
喩
伽
師
地
論
』
巻

二
七

(
大
正

三
〇
.
 四

三

〇

c
-
四

三
二
b
)
、
『
坐
禅

三
昧
経
』
巻
上

(
大
正

一
五

・
二
七

三

a
-
二

七
六

a
)
、
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
巻
上

(
大

一
五

・
三
〇

一
c
-
三
〇

二
b
、

三
〇

五
b
-

三
〇
七

c
)
。
3
 
V
I
I
I
-
§
 
1
6
4
 4

『
順
正
理
論
』

で
は
次

の
よ
う
に
述

べ
る
。

「
諸
有
情
処
胎
卵
位

先
於
膀
処
業
生

風

起

穿
身

成
穴
如
繭
根
茎

最
初
有

風

入

身

内
」
(
大
正

二
九

・
六
七

三
a
)
、

『
達
摩
多
羅
禅
経
』
も
類
似

の
こ
と
を
述

べ
て
い

る

が

(
大
正

一
五

・
三
〇

六
b
-

c
)
、言
わ
ん
と
す
る
意
味

が
よ
く
理
解

で
き
な

い
。

5

拙
稿

「
初

期
仏
教

に
お
け
る
呼
吸
法

の
展
開
-

安
般
念

に
つ
い
て
」
(
『
仏
教
学
』
第

一
五
号

昭
和

五
八
年
)

6

『解

脱
道
論
』

で
は
、
最
初

の
経
か
ら

の
引

用
部

に
お

い
て
第
九
支

「
知
心
我
入
息
」
が
脱
落
し
て

い
る

(
大
正

三
二

・

四

三
〇

a
)
8

現
存

の
漢
訳

『
施
設
論
』
に

は
な
い
。

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

修

行
道
地
経
、

安
般
念

(上
越
教
育

大
学
助

教
授
)

修
行
道
地
経
の
説
く
安
般
念
に
つ
い
て

(松

田
)

二
三
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